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ま
ら
な
い
円
安
の
原
因
は
何

か
。
メ
デ
ィ
ア
で
よ
く
挙
げ

ら
れ
る
の
は
日
米
間
の
金
利

差
だ
が
、
こ
れ
だ
け
が
原
因
と
は
限
ら

な
い
。
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、

経
常
収
支
の
構
造
的
変
化
だ
。

　
経
常
収
支
は
、
貿
易
収
支
と
第
一
次

所
得
収
支
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。

実
際
、
２
０
２
２
年
度
の
経
常
収
支
の

中
身
は
、
貿
易
収
支
が
▲
18
兆
円
、
サ

ー
ビ
ス
収
支
が
▲
５
・
２
兆
円
、
第
一

次
所
得
収
支
が
35
・
６
兆
円
、
第
二
次

所
得
収
支
が
▲
３
兆
円
で
、
合
計
９
・

４
兆
円
の
黒
字
だ
。

　
貿
易
収
支
の
赤
字
を
第
一
次
所
得
収

支
の
黒
字
が
補
っ
た
結
果
の
黒
字
だ
が
、

円
の
流
出
入
を
示
す
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
」
で
経
常
収
支
を
見
直
す
と
、
見

方
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
海
外
で
の
現
地
生
産
な
ど
も
増
え

て
お
り
、
そ
の
際
に
ド
ル
を
円
に
変
換

す
る
企
業
側
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
小

さ
い
か
ら
だ
。

　
重
要
な
の
は
第
一
次
所
得
収
支
の
中

身
だ
。
22
年
度
の
第
一
次
所
得
収
支

（
35
・
６
兆
円
）
の
う
ち
、
直
接
投
資

収
益
（
23
・
４
兆
円
）
と
証
券
投
資
収

益
（
10
・
５
兆
円
）
の
合
計
は
約
95
％

を
占
め
る
。
そ
し
て
、
直
接
投
資
収
益

の
う
ち
、
再
投
資
収
益
は
約
48
％
だ
。

海
外
で
現
地
生
産
し
て
い
る
企
業
で
あ

れ
ば
、
ド
ル
で
稼
い
だ
こ
の
収
益
の
多

く
は
円
に
変
換
し
て
日
本
に
戻
さ
ず
、

ド
ル
で
再
投
資
す
る
は
ず
だ
。
ま
た
、

証
券
投
資
収
益
の
約
90
％
を
占
め
る
債

券
利
子
も
同
様
だ
。

　
こ
こ
で
、
経
常
収
支
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
に
、
円
の
流
出
入
を
示
す
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
基
準
で
二
つ
の
修
正

経
常
収
支
を
定
義
し
て
み
よ
う
。

　
一
つ
は
、
通
常
の
経
常
収
支
か
ら
再

投
資
収
益
を
除
い
た
も
の
で
、
こ
れ
を

「
修
正
経
常
収
支
（
定
義
１
）」
と
呼
ぶ
。

も
う
一
つ
は
、
通
常
の
経
常
収
支
か
ら

再
投
資
収
益
と
債
券
利
子
を
除
い
た
も

の
で
、
こ
れ
を
「
修
正
経
常
収
支
（
定

義
２
）」
と
呼
ぶ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
計
算
す
る
と
、
22
年
度
下

期
の
経
常
収
支
は
４
・
６
兆
円
の
黒
字

だ
が
、
定
義
１
で
は
０
・
９
兆
円
の
赤

字
、
定
義
２
で
は
６
兆
円
の
赤
字
だ
。

　
す
な
わ
ち
、
現
在
の
円
安
圧
力
は
、

「
日
米
間
の
金
利
差
＋
貿
易
取
引
や
投

資
な
ど
で
の
ド
ル
超
過
需
要
」
と
表
せ

る
。
貿
易
赤
字
だ
け
で
な
く
、
対
外
直

接
投
資
に
お
け
る
企
業
側
の
再
投
資
戦

略
な
ど
も
円
安
要
因
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
に
留
意
す
る
べ
き
だ
。
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